
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

都城市家庭教育支援チーム 

 （呼称：らしくサポート） 

 URL：https://rashiku.or.jp 

 

②活動拠点 宮崎県都城市下川東 2 丁目 3361-4 

③活動範囲 都城市内全域 

④組織体制 

 

  １４ 人 

子育てサポーター２人、元教員３人、看護師３人、塾講師３人、 

経営者１人、不登校訪問支援カウンセラー１人、社会福祉主事１人 

 

⑤活動開始年度 ２０１７年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

特定非営利活動法人らしく 

（TEL）0986-77-1840   （E-mail）info@rashiku.or.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://rashiku.or.jp/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・学習支援  

対象：ひとり親家庭や多子家庭、不登校や困り感を抱えている子供達 

小学生：毎週月曜日 17：30～19：00 中学生：毎週水曜日 17：30～19：00 

※受験生は、月曜日も開放中 

・みやこのじょうこども宅食  

生活が大変な 18 歳未満の子供がいる家庭へ毎月第 3 週火・水曜日に無

償で食品の提供 

・フードバンクみやこのじょう  

企業と宮崎県西地区支援団体を食でサポート、スーパーやイオン等のﾌｰ

ﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ品受入れ・備蓄品の受入れ 

・吉野家協働「食支援活動」 

対象：利用会員 毎月第 4 週月曜日 

・不登校や就労等の相談業務 （随時開催） 

・ひとり親食支援活動 （年 3～4 回程度） 

・制服・リユース品お譲り会（年 2 回、個別対応） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

令和５年度、「らしく」の学習支援活動は、小学生の部で延べ 44 回・310 人

が参加、中学生の部では延べ 46 回・286 人が参加しました。 

子どもたちは宿題や問題集に取り組み、苦手分野の克服を目指しつつ、コ

ピー機操作などの実用的スキルも習得。中学生の部では不登校児童が多

く、学び直しや受験対策を行い、今年度は２名の受験生が希望校に合格し

ました。特に困難を抱えた子どもが挑戦の末に成功した事例は、保護者と

共に「諦めないことの大切さ」を共有する大きな成果です。 

また、活動は学習支援だけでなく、親からの家庭や学校生活の相談にも応

じ、必要に応じて講師陣と情報を共有。食品や制服の提供など、子どもたち

の生活環境を支える支援も行っています。学びと居場所の提供、家庭や地

域との連携を通じ、子どもたちの成長を多方面から支える包括的な活動を

展開しています。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （都城市社会福祉協議会「こどもの生活・学習支援事業」） 

 


